
令和 3 年(2021 年 )6 月 7 日

区 民 委 員 会 資 料

環 境 部 環 境 課

環 境 部 ご み ゼ ロ 推 進 課

環境に係る各計画及び中野区ゼロカーボンシティ宣言の検討状況について

環境に係る各計画（第４次中野区環境基本計画（素案）、第３次中野区地球温暖

化対策地方公共団体実行計画（事務事業編）（素案）、第４次中野区一般廃棄物処

理基本計画（素案））及び中野区ゼロカーボンシティ宣言文案について、区民意見

を聴取するため意見交換会等を実施した。その意見の概要と区の考え方について報

告する。

また、今後の進め方について一部見直しを行ったのであわせて報告する。

１ 意見交換会等の実施結果

（１）意見交換会

（２）区民から電話等で区に寄せられた意見

件数：３件（内訳：電話１件、ファクス１件、電子メール１件）

（３）関係団体等からの意見聴取

団体数：２団体

（４）意見交換会等における主な意見の概要と区の考え方

別紙のとおり

２ 今後のスケジュール（予定）

上位計画にあたる中野区基本計画の策定時期が令和３年８月から１０月に変更と

なったことから、環境に係る各計画の策定及び中野区ゼロカーボンシティ宣言につい

て、以下のとおりスケジュールを変更する。

（変更前） （変更後）

案の策定、パブリック・コメント手続の実施 令和３年６月 令和３年８月

各計画の策定、中野区ゼロカーボンシティ宣言 ８月 １０月

開催日時 会場 参加者数

４月１４日（水）１９時００分～   野方区民活動センター ４人

４月１７日（土）１４時００分～   中野区役所 ６人

４月２０日（火）１４時００分～   南中野区民活動センター １人

計 １１人



別紙

１　第４次中野区環境基本計画（素案）

NO. 区民からの意見 区の考え方

1

　CO2排出量削減の目標値について、達成に向け

てどのような取組をしていくのか。

　国をあげてCO2排出量の削減に取り組んでいく

ことになっている。区としても、再生可能エネ
ルギー設備の導入支援等の環境施策を着実に推
進していくことにより、目標達成を目指してい
きたい。

2

　東京都が2030年までに温室効果ガスを2000年
比で50％削減する「カーボンハーフ」を表明し
た。2013年比に換算すると59％削減となる。区
においても59％以上の削減目標にしてほしい。

　区においては、2050年にCO2排出量実質ゼロの

実現に向けて、2030年度までに、CO2排出量を

2013年度比で46％削減を目標としている。
　実現可能性のある目標とするため、現状のCO2
排出量などを考慮しつつ、目標を設定した。

3

　CO2排出量実質ゼロを目指していくことは、と

ても良いことだと思うが、目標の達成に向け
て、原子力発電は使用しないで、再生可能エネ
ルギーを活用してほしい。

　区としては、再生可能エネルギーの利用を推
進するため、設備の導入を支援していきたい。

4

　地球温暖化対策の緩和策「脱炭素社会の推
進」と適応策「気候変動への適応」を同時に実
施する必要があるが、現実的な施策として、適
応策の充実を図ってほしい。

　気候変動への適応策については、気象災害対
策や、熱中症・感染症対策を推進していきた
い。

5

　中野区は、建物が密集しており、太陽光や風
力の利用が限定的である。各企業への取組を促
進するためにも省エネルギー設備の導入も支援
（助成）の対象にした方が効果的であると考え
る。

　企業への省エネルギー設備の導入支援につい
ては、区内のCO2排出量の部門別構成や、国・

都・他区の状況を踏まえつつ、検討していきた
い。

6

　中野駅周辺まちづくりや中野区新庁舎整備事
業での取組は、どの程度、脱炭素社会の実現に
貢献するのかを示してほしい。

　アクションプログラムの中で、脱炭素社会の
推進という基本目標を達成するため、中野駅周
辺まちづくりの推進、中野区新庁舎整備事業等
を掲げている。今後、そうしたプログラムを総
合的に推進し、着実に進行管理をする中で、貢
献内容を示していきたい。

7

　みどりを確保するためには、土壌があること
が大切だと考えるため、土壌の面積を増やして
いくなど、土地の利用に配慮したみどりの保全
について盛り込んでほしい。

　区では、みどりの定義を植物やその他の生き
物を含め、緑と一体をなす水や大気や土ととも
にとらえ、こうした環境全体を対象としてい
る。今後も貴重なみどりを保全していく考えで
ある。

8

　人は緑（自然）を見ると気持ちがほっとする
し、地球温暖化防止にも役立つ。土地利用の効
率ばかり求めていると、ビルばかりになり、土
地にも人間の心にも余裕が無くなるため、公園
を増やしてほしい。

　公園の整備にあたっては、中野区みどりの保
護と育成に関する条例により、敷地面積の3割以
上を緑化している。
　今後も、公園用地の特性、地域や利用者の
声、整備する公園機能などを考慮し、公園整備
を推進していく。

9

　生きものが暮らしやすい環境をつくるという
ことは、人が暮らしやすい環境をつくることに
もつながると考えるため、生物多様性について
記載してほしい。

　基本目標4「都市の中の自然環境」において、
ご意見の主旨について記載している。

10

　産学官民が協働できる環境をつくることや、
区民や事業者の環境に関する意識向上に向けた
取組を進めてほしい。

　基本目標5「環境保全に係る情報提供と連携の
促進」の中で、産学官民が協働できる環境づく
りや、意識啓発について記載しており、適切に
取組を進めていきたい。

主な意見の概要と区の考え方
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NO. 区民からの意見 区の考え方

11

　気候市民会議のように、無作為で区民を巻き
込んでいくような意見交換の方法を検討してほ
しい。

　気候市民会議については、現段階で具体的な
検討はしていないが、区民等との環境に関する
様々な連携・協働について、今後検討していき
たい。

12
　区の枠の中だけではなく、区の外にも目を向
けた広い視点を取り入れてほしい。

　計画改定に当たっての現状認識として、世界
や国等の動向について記載している。

13
　10年間の計画とのことだが、10年後にならな
いと見直しを行わないのか。

　5年ごとに改定する中野区基本計画と整合を図
るため、本計画についても5年後に見直しを行う
こととしている。

14

　計画改定にあたって、区民の区政参加につい
てはどのように考えているのか。

　区が決定する重要な計画の改定を行う際は、
中野区自治基本条例に基づき、意見交換会とパ
ブリック・コメントの手続を行うことにより、
区民の区政参加への促進を図ることとしてい
る。

15
　新型コロナウイルス感染症に関連する記述を
盛り込んでほしい。

　ご意見の主旨を踏まえ検討する。

２　中野区ゼロカーボンシティ宣言文案

NO. 区民からの意見 区の考え方

1

　地球温暖化と言われているが、地球の成り立
ちからみたら、微々たる変化だと思う。国や自
治体が宣言しているが、中野区はゼロカーボン
シティ宣言をしないでほしい。

　地球温暖化に伴う気候変動は、災害を激甚化
させる等の深刻な環境問題と認識しており、区
においても脱炭素社会の実現に向けて、ゼロ
カーボンシティ宣言を行う考えである。

2
　中野区ゼロカーボンシティ宣言には、どの程
度の拘束力があるのか。

　区としては、宣言をすることで区民等に環境
についての啓発を行い、一人一人の行動変容を
促す考えである。

3
　宣言文に中野区ならではの内容を盛り込んで
ほしい。

　中野区地球温暖化防止条例の制定等、これま
での区の取組について記載をしている。

３　第３次中野区地球温暖化対策地方公共団体実行計画（事務事業編）（素案）

NO. 区民からの意見 区の考え方

1

　国連の気候変動に関する政府間パネル(IPCC)
「1.5℃特別報告書」において、地球温暖化を
1.5℃に抑制することを追求すべきとされている
ことについて盛り込まれたい。区民に切迫感を
しっかりと伝えられたい。現在の世界の目標を
足し合わせても3℃程度の気温上昇が見込まれて
いることも明記されたい。

　IPCC「1.5℃特別報告書」に関する記載を計画
に盛り込むことを検討する。

2

　「1.5℃特別報告書」の2030年目標は2010年比
で45%減であり、2013年比に換算すると51%減の
目標となることを明記されたい。

　数値目標については、第4次中野区環境基本計
画を踏まえ、これと同じ数値目標とすることと
しており、2013年度比で46％削減とすることと
している。

3
　地球温暖化対策に関する国や都の最新の動向
を記載されたい。

　国や都の最新の動向について、計画に盛り込
むことを検討する。

4

　参考資料「対象施設一覧」について、施設ご
との電力会社、プラン、基礎排出係数、調整後
排出係数、入札方法を明記するとともに、区
ホームページにも掲載されたい。

　排出係数などは年度により変更が生じる項目
となるので、計画に記載することは考えていな
い。

2 



NO. 区民からの意見 区の考え方

5

　基準年度の2013年度から直近年度の2019年度
まで温室効果ガス排出量が31.3％削減されてい
るにもかかわらず、目標年度である2030年度ま
でに温室効果ガス排出量を46%削減するという目
標では削減目標が低すぎる。削減目標を更に高
く設定すべきではないか。

　基準年度である2013年度から2019年度までに
温室効果ガス排出量が大きく削減となっている
要因として、次の2点がある。
(1) 2011年に発生した東日本大震災の影響によ
り、2013年度は、二酸化炭素排出係数が高く
なった時期であること。
(2) これまでに、区有施設のうち高圧電力の施
設において、再生可能エネルギー100%など二酸
化炭素排出係数の低い電力に切替えを行ったこ
と。
　これらのことを考慮し、第4次中野区環境基本
計画との整合性を図った上で、第3次中野区地球
温暖化対策地方公共団体実行計画（事務事業
編）では46%削減が妥当であると考えている。

6
　計画の期間が10年間とあるが、長い。社会
的、技術的に非常に変わると思う。計画は、適
宜見直しを行う必要があると思う。

　大きな社会的状況の変化、技術的進歩等を踏
まえ、必要に応じて見直しを行う。

４　第４次中野区一般廃棄物処理基本計画（素案）

NO. 区民からの意見 区の考え方

1

　焼却灰を有効利用することで、最終的に埋め
立てる量をゼロにすることをめざすとの記載が
あるが、エネルギーの消費を減らすという観点
から施策を考えてほしい。一番大事なのは区民
一人ひとりが無駄な消費を減らすことだと考え
ている。区民全体で取り組むべき必要がある問
題であることを啓発していってほしい。

　埋め立て処分量ゼロをめざすことも目標のひ
とつではあるが、焼却によるエネルギー消費や
CO2の発生を減らすためにも、不要な物は買わな

い・もらわないといった、入り口からの発生抑
制が最も重要であると考えているので、啓発に
力を入れていきたい。

2

　資源とごみの分別がわかりにくいので、さら
なる「見える化」等、区民への啓発強化に取り
組んでほしい。

　資源とごみの分別については、区ホームペー
ジやリーフレットの他、ごみ分別アプリケー
ションを活用して周知をしている。これらにつ
いては、今後も内容をさらに充実させていく。

3

　区報にごみのんの4コマ漫画を掲載する、ケー
ブルテレビでごみのんを登場させたごみ分別情
報等を放送するなどしてはどうか。

　2019年度に製作した着ぐるみをエコフェア等
のイベントに登場させるなど、ごみのんを活用
した普及啓発に力を入れている。ご意見を参考
に、さらに効果的な方法を検討していきたい。

4

　事業者・メーカーに対して、過剰包装をやめ
るよう働きかけてほしい。区単独では難しいか
もしれないので、東京都と一緒に働きかけるな
どしてほしい。

　ごみになる物をもらわないことの区民への啓
発を継続するとともに、事業者への啓発につい
ては今後検討していきたい。

5

　マイボトル推奨と、ペットボトル自動回収機
でのポイント付与の制度は矛盾しているのでは
ないか。

　基本的にはマイボトルを推奨して、ペットボ
トルをなるべく使わないように呼び掛けている
が、ペットボトルを利用した場合には、ごみに
はせずに効率よくリサイクルできるよう、自動
回収機の利用を促している。

6

　粗大ごみとして、まだ使える家具がたくさん
捨てられている。リユース家具の抽選を行って
いることは知っているが、さらに多くの家具を
リユースできる方法を考えてほしい。

　リサイクル展示室におけるリユース品の展
示・提供方法の改善について、今後検討してい
く。

7

　燃やすごみの4割を占める生ごみは有機資源で
ある。コンポスト化・堆肥化に何らかの形で取
り組んでほしいが、計画には記載がない。コン
ポスト化に取り組みたいと思っている人はいる
ので、計画にも入れてほしい。

　堆肥化は有効なごみ減量の手段の一つであ
り、ホームページ等で今後もPRしていく。計画
の重点施策とはしていないが、コンポスト化容
器等の斡旋事業を継続し、積極的に周知してい
く。
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NO. 区民からの意見 区の考え方

8

　びんの回収等についてデポジット制がリユー
スに有効だと思う。区内の飲料メーカーと連携
して取り組んではどうか。

　ご提案の主旨を踏まえ、飲料メーカーにヒア
リングを行うなど、実態把握をしたうえで、効
率的なリユース拡大について、調査・研究して
いきたい。

9

　プラスチック製容器包装として回収されたも
のを民間に処理委託をしていると思うが、その
後どのように処理されているか、中野区として
把握しているのか

　プラスチック製容器包装については、民間事
業者に委託して再資源化を行っている。リサイ
クル工程を経て、再びプラスチック製品の原材
料になるなど、有効活用している。

10

　近隣の管理人等が常駐していないアパートの
排出状況が悪い。小規模アパートへの排出指導
について、不動産仲介業者から呼び掛けてもら
うなど、もっと有効な方法を考えてほしい。

　管理人や不動産業者と協力した排出指導は現
在も行っている。今後も、粘り強く適正排出を
指導していきたい。

11

　不法投棄について、捨てられた場所によって
対応する所管が違い、それぞれに電話をかけ直
さなければいけない。一本化をして、通報・回
収がスムーズにできる方法を考えてほしい

　不法投棄された物の処理は、道路や公園な
ど、施設を所管している部署で対応している。
不法投棄の通報がスムーズにできる方法につい
ては、今後、検討していきたい。
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